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���な���では、�な��を��する��、���の��で��が�われます。

 !の���の��、" Ωの��では の��が�われる��があります。m 1A

しかし、���では()が*+したり、または、-.で����の-�がされいる��

、" Ωの��を" の��で��しなければならない��が5じます。m mA

" Ωの��を" の����で��する��、()7の"μ の�9:;を<=にm mA V

��する?@があります。 ここでC5する�きなEFは、��Gと()IをJぶケーブ

ルで5じる"μ PQのRS�Tが��UWとなることです。Xチャンネル��で、スキV

ャナーを`するとそのbcリレーfgのRS�TがさらにUW@hとしてjkされます。

このRS�Tによる��UWは、" ～" にoぶ��もあります。10% 100%

stのuvにより、�な��をさな����で��する��、��wxyという

��{yを|}してRS�Tによる�9~�を��し、()�7の"μ を<=にV

��する?@があります。 � ��なマルチメータでは�u�に μ �;の<=な�91 V

��ができないため、ここで|}される��Gは、 �;の��が��な、1uV KEITHLEY

2182A ( ) 34420A� や、 �アジレント � などのナノボルトメータになります。KEYSIGHT

��wxyでRS�T~�を��した��¤

さな����による�����ソフト◆

SMU/��ª
KEYSIGHTB2900A B/ シリーズ

GP IB-

マイクロオームメータ 34420AKEYSIGHT

ナノボルトメータ 2182AKEITHLEY

Windows 7/8.1/(32bit or 64bit)
-Excel2010/2013/2016/2019(32bit Only)MS が?@

RS�Tを��
しなかった��

RS�Tを��
した��

��Ëは、
どちらか ÍをÎÏ1

���Ð

Ñ タイプの でも、�����は だけで�い、 はÔÕ�に にÖ�されます。)2ch Ch-1 Ch-2SMU OFF

KEYSIGHTW32-B2900 2 4MR MR/
����の	
��！
4 � ！(W32-B2900 4)�� �� MR

ナノボルトメータ 2182A/34420A

B2900A/ シリーズB
W32-B2900 2-MR R

W32-B2900 4-MR R

W32-B2900 -NMR2

W32-B2900 4-NMR

ÜÝ GP IB- ボード ß. Õàáâ

320,000�

360,000�

Windows
7/8.1/10/11
(64Bit )ãäå

Excel2010
2013,2016
2019/2021
(32bit Only)ã

NIç

NIç

ラトックシステムç

ラトックシステムç

2182Aは、 �の��です。ケースレー
34420Aは、キーサイト・テクノロジー�の��です。

B2900A/B は、 �の��です。シリーズ キーサイトテクノロジー

ëì�� í(P13 )

ëì�� í(P13 )

î"ïðC5 í(P17 )

î"ïðC5 í(P17 )

４òó�� í(P1 )8



◆��wxyによる��で、RS�Tによる��UWを��し、ôõQな�����をおこないます。

÷øù��での

��ú��Jû

üøù��での

��ú��Jû

ýソフトの��wxyにより、

RS�TによるUW~�を��したJû

��、�� を"#した&'��()では、 から ,-の.き6な:;を�:して()が>われます。しかし、D()Eによっては、D()EのIJ、0.1A 1.0A

またはLMをNくため、このような.きめな:;を�:できないTUがあります。このとき、Y 、または、Y での():;で��を()することになりますが、mA uA

()#[\ケーブル_のM`:aのbcを.きくdけるfgとなります。

hiでは、():;にjkした、()される��nopをqします。

():;が'さいほど()tvが.きくなります。これは、():;が'さいほどD(

)Eのwx:yが'さくなり、M`:aのbcをdけやすくなることを{しています。

.きめの():;で()したTUでも、D()Eの��nがμΩ,-であれば�じ

ようにM`:aのbcを.きくdけることになります。

M`:aによるtvの.きさは、"#する[\��の�_、�さ、また��の�-��

に.きくjkします。

�ソフトでは、:;���による()でM`:aによるtv��を��し、かつ、��p

�により、��ノイズや�-opによるバラツキを'さく�えます。

ただし、"#する (�の� や¡-を¢えることはできません。

・()�について。

この()では、D()Eのwx:yはYμ 、¥はそれ§¨の:yになり、��のV

デジタルマルチメータや、:¯が°±する:y()² では()が³´なレベルです。

このように'さな:yを¡-¶く()するために、��はナノボルトメータと¹ばれる:y

 を"#しなければなりません。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

KEYSIGHT

B2901A,B2902A,B2911A,B2912A,B2961A,B2962A
B2901BL,B2910BL,B2901B,B2902B,B2911B,B2912B,B2961B,B2962B

ケースレー�

ナノボルトメータ 2182A

キーサイトテクノロジー�

マイクロオームメータ 34420A

GP IB-

47ÿ��に��

2182Aによる

7ÿ�9��に��

34420Aによる

7ÿ�9��に��

その�の��Gによる

7ÿ�9��に��

����の��

����

�9��
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��Ëは、
どちらか ÍをÎÏ1

GPIB�マルチメータを|}して、
�Qなどの	Ë��が��です。

g��G( )

KEITHLEY 2182Aの�
「 」を¼して、「 」( )キーを¼して、SHIFT DIGITS GPIB

- を にÈ)します。GP IB ON 「 」キーを¼して、アドレスをÈ)します。ENTER

もう１-「 」キーを¼して、ラングエッジをENTER

「 」にÈ)します。SCPI



KEYSIGHT( Agilent) 34420� の�

34420ýÐのメニューをÎÏし、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス ��ú
3. =ラングエッジ SCPI
をÖ�します。
��は、 ��の�à���34420
をí�ください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで を��。

2 -.インターフェイスを にÖ�します。GP IB

1 - ( =22). アドレスをÖ�します。 ��úGP IB

3.ラングエッジを にÖ�します。SCPI

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

��
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��データの�� !u
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����を�!して、����の�を%なうことができます。

��による���を��しようとすると、"に;tのUW@hにより<しい��úが��できません。

1.��}ケーブルで5じるRS�Tによるオフセット�9。
2.
&ノイズによる��úのバラツキ。
3.���9の�)�*,やõQ*,。

Ñ ýソフトを|}しても、|}する��Gが-つ��õQ�sの��はできません。)

RS�TによるUW~�の��

���をあまり�きくない��で��しようとすると、
その�7の�9は"μ PQの�9になる��がありV
ます。¤えば、 Ωの��Ðを の��で��しよ1m 10mA
うとすると、��Ð�7の�9は μ となり、この�10 V
な�9をôõQに��する?@があります。
しかし、�9��のために|}するケーブルの0�1
�gにはゼーベック4ûによるRS�TがC5し、そ
の�9~�がUW@hとなります。その�9の�きさ
は、|}するケーブルや67の�Qáâによって8な
りますが、"μ になる��があります。V
そのため、|}する��ケーブルは、9:で8;0�
との1�を<け、	;0�で、かつ?T@いケーブルを
|}することが?@です。��がさいほど、また、��
��がさいほど、RS�TのBCを�きくDけることに
なります。EFは、Gj��をスイープして��úを��
した¤ですが、Gj��がさいと��される��úの
UWがHえることが)ります。

÷øù��での

��ú��Jû

üøù��での

��ú��Jû

ýソフトの��wxyにより、

RS�TによるUW~�を��したJû

ýソフトは、RS�TのUW~�を��するために、3つの{yをサポートしております。

Gj��
Gj��

Gj��

���9
���9

���9

0
0

0

0
0

0

RS�Tによる
�9オフセット

RS�Tによる
�9オフセット

①��wxy
÷øùとüøùでそれぞれのøù
で�9を��し、その��úから
��をLめます。

②ゼロN<y
��ゼロのËの�9と、OPに
��したËの�9のWから��
をLめます。

�QQR

③3TN<y
��:に�QQRがUる��に
�QQR�もN<します。


&ノイズによるバラツキの��

O�úのバラツキ

�� !uú

「��wxy」「ゼロN<y」は、�� X"を
Y�100XまでÖ�が��です。
��Zへの
&ノイズの\]に�する�^を�
なうことが_ýですが、��できない��úの
バラツキは、�� !uによって`�した��ú
をbcできます。
EFでは、Gj��úを��で「��wxy」で
	�のd(Ðをehし��した¤です。÷øùで
の4X��úの��úと、üøùでの4X��úの
��úをさらに��して��úをkiしています。
`�した��úがcられています。

◆

◆

Gj��

�
�

�
�

J
û
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����を�する?@のCDFJ

����を�います。
この「()」タブをÕÖして「 」ボタンをSTART

クリックすると、×)した:;nでの��()や、

Øaした:;リストにÙづいて��Excelシートに

()を>うことができます。

シートの:;リストで()するTUは、ßàExcel

にキーØaしておいてください。

Ykは、このボタンで、|}するlG
のmnと、その - アドレスをÖ�しGP IB
てください。;tをí�ください。

ýÐのスイープl�を|}した��
この「スイープ」タブがÕÖされているãに「ＳＴＡ

」をクリックすると、ØaしたスイープçèにÙＲＴ

ずき²�のÈ)を>ったë、スイープをì>しま

す。 スイープíîë、そのfgを Excelïにðñ

みます。ðñデータは、óôのカーソルö÷から

¨øùにùかってØaされます。

データのðñë、Excelシートïに、úûüにý

iを>います。パルスÿaも� です。

ëìIopして����を�います。
「��()」をÕÖしたTU、「()」タブでÈ)

した()çèにÙづいて�����して��(

)を>います。

ýÐの スイープl�を|}した��LIST
この「 」タブがÎÏされているËに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

ýÐのカスタムリストにvwされていをクリックすると、

るiTリストに_づいたスイープ��を�います。

スイープyz{、そのJûをExcelsにb|みます。

b|データは、~�のカーソル��から;øùにù

かって]Tされます。パルスiTも��です。

「�Oの�」のFJ

|}する��GのmnをÖ�します。

��Gの アドレスを��します。GP IB-

SMU1 (B2900A/B 2ch )の��Gチャンネルを��します。 シリーズの タイプの��

2 /47ÿ 7ÿの��øyを��します。

チャンネルにÔvな��を]Tします。

LOW7ÿの!uを��します。

��GのiTを にしたËの��を��します。OFF

�}6ï"をÖ�します。

��GýÐへのトリガ��で
��を�う��は、チェックを
�け、��Gリアーの コネクタDIO
の]T7ÿÝ�を��します。

・ モデルの��は、 をy�2ch 2ch
に	ìさせて��する��は、
チェックを�けます。
チェックが�い��は、�チャン
ネルを�々の��で��できます。
・ モデルの��は、チェックを1ch
�けると、 モードの��DC (Excel

)タブÎÏ トリガードiTになり、
チェックが�い��は、イミディエィト
iTになります。

2chモデルの��、�チャンネルを��に|}する��、
チェックを�けます。
�����を�う��は、ÔÕ�に になります。OFF

Ñ �����では、�に「 」だけを|}します。 は、��されます。) 1 2SMU SMU



Hi-Capacitance /を します。ON OFF

Beep /�を します。ON OFF

iT を します。AUTO ON ON OFF- /

iT を します。AUTO OFF ON OFF- /

iTフィルターを します。ON OFF/

��は、;tのÖ�は で|}します。OFF
チェックを�けて、 で|}する��は、ON
��G��のマニュアルをí�し、l�を
 �u)されたうえで|}してください。

iTフィルタを にÖ�した��のON
フィルタ��をÖ�します。
��G��のマニュアルをí�( )

SOURCE SENS WAIT/ の l�をÖ�します。
��は、この��のままのÖ�で|}し
てください。
このÖ�を¡¢すると、£FしたÖ�で
��が�われない��がありますから、
Ñ£してください。

スイープ¤のiT��を��します。
「 」 「 」からのÎÏ。START VALUE ZERO,

スイープ{のiT��を��します。
「 」 「 」からのÎÏ。START VALUE END VALUE,


gトリガを|}する��にだけ¦}され
ます。
・マルチポイント・スイープが の��ON
アームトリガからのソース§¨ËIを]T
します・
・マルチポイント。スイープが の��OFF
モード タブ の��、ソース§¨DC (Excel )

ËIを]Tします。
モード タブ の��、SWEEP SWEEP LIST( , )

スイープ©ªËの を]Tします。HOLD TIME-
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25.4560
DCV ACV

DCI ACI

47ÿ��

27ÿ��

27ÿ��
27ÿ��

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

B2900A/BQUで4VX�の?@ B2900A/B+2182Aで�の?@

B2900A/B+34420Aで�の?@ B2900A/B+その\�Oで�の?@

����の��

����

�9��

����の��

����

�9��

����の��
����の��

����
����

�9��
�9��

DVM

�����の]^_`

����を¡¢しながらの����¤

����を«�した����¤

����リスト

����ú

��úの��Jû

��úの��Jû

��GのO�ú

��GのO�ú

÷øù����ú

÷øù����ú

üøù����ú

üøù����ú

ýソフトでの��Jû

ýソフトでの��Jû

624xが�9モードの��、��úは��úと) されます。

また、��モードの��は、�9úと) されます。
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óôの()をíîë、�ã�	します。 「 」を¼ＰＡＵＳＥ
したまま、「 」を¼すと、ステップûýになります。ＳＴＡＲＴ
�に「 」を¼したëに「 」を¼しても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
ûýになります。 「 」を��すると、�� モードに�PAUSE ()
�します。 「 」タブがÕÖされたときのみ、��です。()

ÿaを��します。

��を�'q{に�り�えます。

:yÿaするãは、��:;をØaし
:;ÿaするãは、��:yをØaし
ます。 ��のTUは、²� !に"じ
そのÿanに#$した.の��n
にúûüにÈ)されます。

"#する²�の%&がq{されます。

��を):;()と):y()でÕÖ
します。
「:y」ÿaでの��()は、()²�
の「°'」「その(」をÕÖしたãだけです。

Excelïのデータをÿaするãの)öをÈ)します。 Excelïの
データが「１００」で、「uA」をÈ)すると、100uAがÿaされます。

()が した しますíî ã、²�のÿaを 。OFF
チェックを,けないと、-îã、ÿaはëのÿanでON
を./します。

チェックを,けると、ÿaがパルス
ÿaになります。0iがq{され
ますから、パルス1をØaしてくだ
さい。
&'��()では、°'()の
TUにだけ、パルスが� ですが、
()2-は¶くありません。

:y/:;のÿa./ã�をØaします。
��のãは、()に34な'ã�に
なります。パソコンのタイマでã�を67
しますからあまり82ではありません。
パルスÿaのTUは、パルス��に�り
�わります。
0.05～9999;の<=でØaできますが、
(のÿaçèやパソコンの� により、
0.05;,>のã�は?れないTUが
あります。

「��」タブをÎÏした{、「 」ボタンで����を©ªします。START

「«�iT」のチェックを
して、���¡で����を�う��は、¬¤にExce

lシートに����リストを]Tしておく?@があります。その{、「iT��」ボタンで、

�lGがiTするExcelシートsのデータ��®を��してください。

s tÖ�をした{、「 」ボタンをクリックすると����から÷¯;øùに��START

úがiTされ、その����Jûが~�のカーソル��に]Tされます。

「iT��」ボタンí�

ÿaするデータ@Aö÷を×)します。
Excelïのカーソルをÿaしたい@Aö
÷に÷いてこのボタンをクリックします。
hのテキストボックスに、カーソルö÷が
úûüにØaされます。
テキストボックスへは、CD、EØaも�
 です。 テキストボックスが��のFG
では「 」できません。3ず、Øaが34です。START

H)された:;、または:yで()

するãにチェックを,けます。

()に"#する()�を×)します。

・°'

を)Iで４wx�での()のTB2900A/B

UにÕÖします。

・2182A

2182Aを"#するTUにKEITHLEY

ÕÖします。

・34420A

Agilent34420Aを"#するTUにÕ

Öします。

・その(

その(の()�を"#するTUに

ÕÖします。

()の��MYを×)します。

1～ 0Mで×)します。5

「��モード」にチェックを,けたTU、

"øùだけで��p、Nøùだけで

��pしたë、"øùとNøùのnを

さらに��pして��nをOÿします。

:;�:ë、()PQまでのRS

ã�をØaします。

()PQで、�Mの()のãだけ、

�:ëの()PQまでのTちã�を

Øaします。�Mだけ、ïWの()R

Sã�に Oされます。

()fgを シートにØaするãのExcel

)öをÈ)します。

チェックを,けると、ì(nはExcelにØaされず、

Oÿした��nだけがExcelシートにØaされます。

チェックを,けると、��nを Oしないで、()�の

()n(:y/:;)をそのままExcelシートにØaします。

:;または:yのÿa()nもExcelシートにØaします。

ÕÖした()�のXZÈ)を>います。

���のb%
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「 [7」「\���」「ゼロ^8」「デルタ ３`� 」からÕ( )

Öします。

「 [7」)a��での()。

「\���」()ごとに:;øùを�りcえて()。

「ゼロ^8」()と:;ゼロをdeに�りcえて()。

「デルタ ３`� 」()fに:;øùを�りcえて３M()( )

を>います。

ÿaレンジを からÕÖします。AUTO MANUAL,

PAUSE OFFで�	�はÿaを にします。

1

5

2
()�のúû�	çèをÈ)します。

3



ExcelシートsのデータをなぞりながらのiTøy
ßàにÿaするデータを シートにØaしておきます。ÿaするデータはhjのö÷にØa� ですが、 シートのïExcel Excel

から¨øùにØaします。�じÿanを りkしÿaするTUは、ÿanのëろにmカッコで、 k しMYをØaしてください。

このö÷にカーソルを÷いて()をPQします。

��GのiTデータを に]Tした¤Excel
stのiTは

X1V, 1
4X1.2V,
1X1.4V,
2X1.6V,

のようにiTされます。
ExcelÑ)この]Tで、 がエラーメッセージをiした��は、

®にシングルクォーテーションを]Tして、その{ろに
"úを]Tしてください。
【¤】

µ'1.2(4)

このö÷をÿaPQö÷に×)します。

このö÷にカーソルを÷いて「ÿaö÷」ボタンをクリックして×)します。

ExcelタブからのiTøyのÖ�

ExcelタブからのiTøyは、2つのiTøyが}£されています。
1.¬¤に]TされたExcelシートsのデータをなぞりながらのiTと��を�う。
2.��Gの iTモードで、·¸スイープiT( / / )を�い、	Ëに��も�う。DC LIN LOG FIX
それぞれ、�iTステップごとに
gに1pしたマルチメータの»}��が��です。

1

()�、()nが�にExcelシートq{

されるように、Excelシートをúûüにス

クロールします。()�のýiを>って

いるとき、グラフがスクロールによりoれ

てしまいpqUなTUは、チェックをrし

て()をスタートします。

()PQからのsuã�をExcelシートにØaします。

(の()�の()も�ãに>います。

(r'()�のvをwxください。)

()データのy,ãzをExcelシートにØaします。

()データのトレンドグラフをý�します。

「��{��()」では、グラフはýiさ

れません。

Øaした|てのçèをロード}びセーブします。

()-îë、 ïのカーソルö÷がúûüに()Excel

データの0�ö÷へ�ûします。
チェックが いTUは、¨�ö÷へ�ûします。

4

6

�cdリストを シートにkmする_`Excel

��をPQするàに、ÿaする():;リスト

を�øùにØaしておきます。

:;は、ÿaするTUはプラスnで、�ñむT

UはマイナスnでØaします。

��の()fgが、このようにØaされます。グラフ² を

にÈ)しておくと、úûüにýiが>われます。On

このö÷をÿaö÷に×)します。

ÿaデータは、 ïのhjのö÷Excel

にØa� です。

このö÷にカーソルを÷いて、��をPQしたTUの�です。

カーソルö÷はhjですが、()fgは、カーソルö÷から

¨øùにØaされます。
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àF��をÖ�します。

Excelシートïにýiされるグラフの

�kサイズを�. �'します。/

�kサイズは、「 」です。1.0

�kサイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより�なります。Excel

グラフのタイトルをØa

��のデータを×)

��のデータを×)

��の をØaMax/Min
��は、オートスケールでýiされます。

��の をØaMax/Min
��は、オートスケールでýiされます。

�kのグラフö÷から、¨へ�ûする>Y
を×)します。

iTレンジのÖ�
ÿaレンジを、 からÕÖします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÕÖしたTUは、
をÕÖします。LOW LIMIT RANGE MANUALレンジをÕÖしたTUは、

H)するレンジをÕÖします。

シートがスクロールしてグラフが��からoれたとき、
グラフをúûüに��の�えるö÷へ�ûします。

��:のÔÕ¼½��のÖ�

ここでチェックを,けたv6がL�したTU、()はúûüに��されます。

ここでØaした<=を()nがrれたTU、��で()nが シートにØaされます。Excel

ここでØaした<=を()nがrれたTU、��で()nが シートにØaされます。Excel

ここのチェックを,けると、ïWの<=をrれると()をúûüに��します。

ここのチェックを,けると、ïWの<=をrれると()をúûüに��します。

2

3 4

��スイープモードをÕÖします。
()�は、 モードでûýします。DC

スイープパターンを「 」「 」「 」からÕÖします。LIN LOG FIX

��スイープのãにチェックを,けます。

·¸スイープモードのiTøy

START

STOP

STEP WIDTH

START

STOP

DICADE�りの
データY

LINスイープ LOGスイープ FIXEDスイープ

H)ÿan

()MY
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�Oで「 」をpqしたsのuv�34420A

Ñ)¾々の¿Àのl���につきましては、��Gの「User's Manual」をí�ください。

��ã�をÈ)します。

()チャンネルを×)します。��は「 1」をÕÖします。DCV

 È)v6は、()�に,�するð¡¢£¤にW¥されている¢£¦をwxください。
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�Oで「 」をpqしたsのuv�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にÈ)したTU、そのçèをÈ)します。ON ON

()レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸをrすとレンジØa#テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがóれますからレンジをキーボードからØaします。«¬なnをØaする34はあ
りません。Øaされたnに�>い１つïのレンジにÈ)されます。

��ã�をÈ)します。

リファレンス² を にし、そのリファレンスnをØaします。ON

Ñ)¾々の¿Àのl���につきましては、��Gの「User's Manual」をí�ください。

()チャンネルを×)します。��は「 1」をÕÖします。DCV

2182Aの - アドレスをÈ)します。GP IB

5

()の��ã�をÈ)します。ここでのØanが()ã�の�さを¯)し、Øa� な./ã�(パルス1)にbcを

°えます。

�Oで「wy」をpqしたsのuv�

��レンジをÖ�します。

()レンジを、 からÕÖします。AUTO MANUAL/

H)する()レンジ

AUTO MODEのÕÖ
= al�kn NORM

RANG LOW LIMIT
のÕÖ

=1uA�kn

THRESHOLD RATE
のØa
�kn=90

¨WのXZは、
シリーズ,�B2900A

のマニュアルをwx
ください。

cz�に{|する�O}�_`
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~y�O マルチメータ� の�_`( )

r'()�とは - でパソコンとD�されている34があります。(¨i)GP IB
r'()�から´られてくるデータのフォーマットは、 であり、¶YのデータのTU(Max10·)、データ�はコンマで¸�られている34がASCII
あります。¹)r'()�からのデータðりñみは、|ての()�との�ºを.»するものではありません。

もし、r'()�からデータをdけðるã、クエリーコマンドをßàに´ºする34があるã、ここに´ºする
クエリコマンドをØaします。ほとんどのTU、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンド¼½のものでしたら、¨Wのコマンドのどれかが"#されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

r'()�のデータdºãにトリガが34なã、チェックをつけます。

r'()�の - アドレスをÈ)します。GP IB

ðりñんだデータに、¨WÁOを>ったë、ExcelへØaします。
ExcelへのØan = ( ()�データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへØaするßvをここにØaします。
��のTU、「r'()�」がØaされます。

()PQàに、()�に´ºするコマンドがあるTUは、ここにØaします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をØaします。 ��は��です。

()�のデリミタをÈ)します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「hjコマンド」からトリガのø�をÕÖします。GET TRG
��は、「 」のÕÖをします。GET
「hjコマンド」をÕÖしたTUは、トリガコマンドをテキストボックスにØaします。

r'()�のデータにÁO[7を>うときにチェックします。 ¶YのデータがdºされたTUは、その|ての
データに、¨WにØaしたÁOが>われます。

r'()�のデータをYnとして¡うか、¦Éとして¡うか
のÈ)を>います。��は「Ynデータ」にÈ)します。

r'()�から¶Yのデータが´ºされるTU、データの
¸�り¦Éを×)します。�Êüには「コンマ」が"#されます。

r'()�が´ºするデータYをセットします。

6

�Oで「その\」をpqしたsのuv�

その(()�とは - でパソコンとD�されている34があります。GP IB
その(()�から´られてくるデータのフォーマットは、 であり、¶YのデータのTU(Max10·)、データ�はコンマで¸�られている34がASCII
あります。
¹1 ¶YのデータをdºしたTU、�ソフトで"#するデータは、@Aの1つだけで、それ§ËのデータはÌてられます。)
¹2)その(()�からのデータðりñみは、|ての()�との�ºを.»するものではありません。

もし、()�からデータをdけðるã、クエリーコマンドをßàに´ºする34があるã、ここに´ºする
クエリコマンドをØaします。ほとんどのTU、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンド¼½のものでしたら、¨Wのコマンドのどれかが"#されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

()�のデータdºãにトリガが34なã、チェックをつけます。

その(()�の - アドレスをÈ)します。GP IB

ðりñんだデータに、¨WÁOを>ったë、ExcelへØaします。
ExcelへのØan = ( ()�データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへØaするßvをここにØaします。
��のTU、「r'」がØaされます。

()PQàに、()�に´ºするコマンドがあるTUは、ここにØaします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をØaします。 ��は��です。

()�のデリミタをÈ)します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「hjコマンド」からトリガのø�をÕÖします。GET TRG
��は、「 」のÕÖをします。GET
「hjコマンド」をÕÖしたTUは、トリガコマンドをテキストボックスにØaします。

()�のデータにÁO[7を>うときにチェックします。 ¶YのデータがdºされたTUは、その|ての
データに、¨WにØaしたÁOが>われます。

()�のデータはYnとして¡います。

()�から¶Yのデータが´ºされるTU、データの
¸�り¦Éを×)します。�Êüには「コンマ」が"#されます。
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������を%う?@の�

「()」タブで、H)ÿaにチェックを,けたãだけ「��{��()」が� になります。

また、()çèは、|て「()」タブの��でÈ)したçèにÍいます。ただし、グラフのýiは>われません。

「 」ボタンをクリックして、ìÎに()をPQするまでのTちã�をØaします。START

�えば、Ï�Ð°に�ÑをØれ、Ò)の�-にÓÔするまでTってから()をPQ

したいTUなどに"#します。

()のã��Õを３�_でÈ)できます。()で"#する()ステップにチェックします。

ã��ÕをØaします。

ã��Õの)öを「;」と「�」で�り�えます。

()MYをØaします。

ïWでÈ)した()ã��Õと()MYから、|ての()を-îまでのÒ4ã�

がq{されます。このã�がÖ Oされるのは、Øaしたテキストボックスからカーソ

ルを�ûしたときです。

()データのØaされた ブックを)�üにï¤き.kするãにチェックを,けます。Excel

そのë、.kする()サイクルを×)します。

()データが、 シートの¨>にÓÔしたとき、×のシートの@Aに�ûします。Excel

×のシートがないTUは、úûüにシートがý�されます。

ただし、シートが20シートにÓÔすると、��をØ�üに-îします。

y,がoÙになったとき、óôのブックを.kしたë、Úしいブックをý�し、その@Aから

データをØaします。

データのØaされた ブックを.kするフォルダを×)します。Excel

バックアップ.kされる ブックÛの@Aに,けるÛÜをØaします。Excel

ブックには、¨WのÛàがúûüに,けられます。Excel

バックアップ��で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

Ñ �:では、ÁÂÿは になります。)Excel2007 ”.xlsx”

このl�は、「 」「 」だけのl�です。W32-B2900 W32-B2900 4MRX MR



SWEEPタブをpqした�_`

このタブは、�����では|}しません。

この タブでは、 シリーズýÐのスイープl�を|}したÄ々な��が��になります。SWEEP B2900A

ýÐのスイープl�を|}した��

この「スイープ」タブがÎÏされているËに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Ö�した��に_ずき、lＲＴ

GのÖ�{、スイープを©ªします。

スイープyz{、そのJûをExcelsにb|みます。

b|データは、~�のカーソル��から;øù

にùかって]Tされます。

"#する²�の%&がq{されます。ÝÞ°のY
nは をqわします。²�%&と -チャンネル GP IB
アドレス のÈ)は、「²�のÈ)」ボタン、チャンネル
で>います。

:yスイープ/:;スイープを�り�えます。

ダブルクリックで、スタート/ストップnを

Øれ�えます。

スイープスタート:y/:;をØaします。

スイープストップ:y/:;をØaします。
スイープのTUスタートとストップの8ßのLOG

\�は�じにしてください。

LINスイープのã、ステップ:y/:;をØaします。
8ßはàáなく、â#nが"#されます。

スイープのã、�ãステップYをØaしまLOG
す。.2,500までのステップYのØaが� 
です。

:yÿaするãは、��:;をØaし:;ÿa
するãは、��:yをØaします。 ��のTU
は、²� !に"じ.��nに úû>いnに
üにÈ)されます。

��は��にして¨さい。��のTU、��ã�

と()RSでúûüに./ã�が¯)されます。

:y/:;の ステップでのÿa./ã�

。 パルスÿaのTUは、パルス��に��りです

ます。0.02～999999の<=でØaできます。

リニア/ログのスイープを�り�えます。
äå:æの()では、「 」だけがÕÖ� LIN
です。

スイープスタート/ストップnのØaの)öをÈ)
します。

スイープをPQします。

チェックを,けるとÿaはオートレンジになり

チェックをr 、ます。 して ÿaレンジを×)して

H)レンジにできます。

レンジÈ)��がq{されますから、XZを

È)してください。

ÿaíîã、²�のÿaを にしてÿaをOFF
-îします。 チ ェックを,けないと、-îã、
ÿaはëのÿanで を./します。ON

スタート-ストップ�を��スイープします。
/ /äå:æのTU、>き çり >きçり��のパラ

メータをそれぞれ Oします。

チェックを,けると、ÿaがパルスÿaになり
ます。 パ ルスã�1をØaしてください。
パルスÿaにチェックを,けると、「./ã�」
がパルス��に�り�わります。

óôのÈ)レンジがq{されます。

1

2

()の��ã�を します。Øa

0.0004～120 0.01 2000msの<=でNPLC 、 ～

Øaします。

()レンジをÈ)します。

ÿaë、()PQまでのRSã�をØaし

ます。0.0 10,000ms～ の<=。

()するv6にチェックを,けます。 チ ェックを

,けると�ãに、その()nをExcelへØaする

ãの)öを×)します。

äå:æの()では、Ø�üに「:y」「:;」の

êøにチェックが,けられまが、「ã�」のチェック

はhjです。

()データをExcelシート にýiを>います。ï

ここをダブルクリックして、��ã�のØa)ö
を で�り�えます。NPLC/ms

3

4

5

()�を��pします。

|てのØaçèを.k、または、ëみñみます。
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iTのタイミングチャート

./ã�

()RS

��ã�で

¯まるã�./ã�が
��のTU

PULSE
BASEn
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1 iTレンジのÖ�

ÿaレンジを、 からÕÖします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÕÖしたTUは、
をÕÖします。LOW LIMIT RANGE

MANUALレンジをÕÖしたTUは、
H)するレンジをÕÖします。

2 パルスÆ úのÖ�/BASE
パルス1をØaします。

BASEnをØaします。

3 ��レンジをÖ�します。

()レンジを、 からÕÖします。AUTO MANUAL/

H)する()レンジ

AUTO MODEのÕÖ
= al�kn NORM

RANG LOW LIMIT
のÕÖ

=1uA�kn

THRESHOLD RATE
のØa
�kn=90

¨WのXZは、
シリーズ,�B2900A

のマニュアルをwx
ください。

4 àF��をÖ�します。

Excelシートïにýiされるグラフの

�kサイズを�. �'します。/

�kサイズは、「 」です。1.0

�kサイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより�なります。Excel

グラフのタイトルをØa

��のデータを×)

��のデータを×)

��の をØaMax/Min
��は、オートスケールでýiされます。

��の をØaMax/Min
��は、オートスケールでýiされます。

�kのグラフö÷から、¨へ�ûする>
Yを×)します。

シートがスクロールしてグラフが��からoれたとき、
グラフをúûüに��の�えるö÷へ�ûします。
このã、「()nを¨øùへØa」にチェックがついて
いると、ýiは�に�Mと、ëの ()nだけがI-V
ýiされるようになります。
��は、３０Mまでのýië、そのëのýiは>われ
ません。

5 ��¿Àの��と、そのÇ�の��

)öをÕÖします。
ã�)öをÕÖします。

()nの8ßを
��します。

��スイープ()のTU、ìりkし`から
ã�をìりkしてðíするTUにチェック
を,けます。
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LISTタブをpqした�_`

このタブは、�����では|}しません。
タブをÎÏすると、 シリーズýÐの スイープl�を|}したÄ々な��が��になります。LIST LISTB2900A

さらに、;tのÄ々なスイープがÈjされます。
.É£ïðやî"ïðのC5と��1

この「スイープ」タブがÎÏされているËに「ＳＴＡ

」をクリックすると、Ö�した��に_ずき、lＲＴ

GのÖ�{、 スイープを©ªします。LIST

スイープyz{、そのJûをExcelsにb|みます。

b|データは、~�のカーソル��から;øù

にùかって]Tされます。

"#する²�の%&がq{されます。ÝÞ°のY
nは をqわします。²�%&と -チャンネル GP IB
アドレス のÈ)は、「²�のÈ)」ボタン、チャンネル
で>います。

LISTスイープをPQします。

:yスイープ/:;スイープを�り�えます。

スイープスタート/ストップnのØaの)öを
È)します。

()するv6にチェックを,けます。 チ ェックを

,けると�ãに、その()nをExcelへØaする

ãの)öを×)します。

äå:æの()では、Ø�üに「:y」「:;」の

êøにチェックが,けられまが、「ã�」のチェック

はhjです。

5

6‘From Excel’をÕÖし、「òó´º」をクリック
すると、 シートïのóôのカーソルö÷Excel
から¨øùにデータをðりñみ()�のLIST
メモリôõへ´ºします。
その(v6をÕÖしたTUは、¨Wをwx
ください。

¨øùへデータをðりñみます。
ÝÞ °のYnはデータYを( )
×{します。
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6 î"ïðのà~øyを��します。

¨WでàYòóのý�ø�を×{し、「òó´º」をクリックすると、そのòóが()�へ´ºされます。
そのë、「 」ボタンをクリックすると、()�からòóがÿaされます。òóデータは、. ·§°でý�します。START 1,001

SWEEPタブでØaしたnがö#されます。

「 」ボタンをクリックすると、Ö Oされq{されます。SET

１òóをý�するデータY

òóの りkしY

Vp-pn

OFFSETn

òóのöø

パルスのデューティù

Vp-p

OFFSET

öø

このl�は、「 」「 」だけのl�です。W32-B2900 W32-B2900 4MRX MR



４���の_`

「�����し」のÊËのsを「 」キーをÌしたままマウスクリックすると、Ctrl
「�����」と「４òó��」をÎÏにbcえることができます。
;tÐÑが��されたら、４òó��の����をÖ�します。

����を«�し、��Òをeりhし��した¤

����を÷じ
Hやしながら、
��Òを��した¤。

:;8øùでの��ú

M`:aによるtv4û
を�いた8しい��ú

:;ßøùでの��ú
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４òó��を�うためには、ýソフトを４òó��モードにbcえます。

４üý()モードを します。ON OFF/

()fgの)öをÕÖします。

()fgを×YqWで シートにØaするTUはチェックを,けます。Excel

D()Eの�_による��ú Oø�をÕÖします。
このÕÖは、()fgに.きなbcを°えますから、
ユーザー�の�hで����してÕÖしてください。

D()Eの�さを の)öでØaしてください。mm

４üýプローブのý���を の)öでØaしてください。mm
４ý�は	�Õをà
にしております。

４üýプローブのý���を の)öでØaしてください。mm
４ý�は	�Õをà
にしております。

�み^8áY と��^8áY をØaします。(Fw) (Fr)
D()Efに�なる、この^8áYの��なnについての
�を��は/ちUわせておりません。
ユーザ�の�hで��なnをØEしてください。

Fw SiúûOÿにチェックを,けると、 ウェハのTUは、
Si Fwウェハの�みから、úûüに nをOÿすることができます。

Siウェハの�みをØaします。
0にある「 Oÿ」ボタンをクリックすると、 nが OされFw Fw
úûüに nがØaされます。また、 でもúû OFw EnterKey
されます。
Oÿø�は、「 」の,q のテーブルからOÿされ、JIS C 0620 1
テーブルにない�さnは、ù�[�により Oされます。
�みのØa<=は、 から の<=です。150um 4000um

この��は、「 」でサポートされます。W32-B2900 4MR



Ó�m ¡cGのÓ�ËIは、 のÇ�を|}します。A/D ' 'PLC

�}6ï" のÔÕです。Power Line Cycle( )

このËIは、 ¡cGfgのコンデンサをÖ�するËIです。A/D

は、�}6ï"の16ì�のËIです。1PLC

×Øでは、 、 ×Øでは、 を�します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��õQにBCをoぼすノイズ@hのÛどは、�}6ï"のÜ"Ýの6ï"の
&�9です。

のÜ"ÝのÓ�を�うことによりノイズ@hのXくを��できます。PLC

<しい�9

ノイズ~� �}6ï"~�( )1PLC

A/D¡cGには、「Þ¯ßàm」と「Ó�m」があり、ýソフトがサポートする�9��C5Gは、「Ó�m」を
|}して��が�われます。

¡cáQがáいため、âËの�9��が��。

�9のâËúを��することがÀ�。

オシロスコープや、 ¡cボードなどに|}される。A/D

¡cáQは§い。

ノイズのBCをDけにくいため`�した��が��。

デジタルマルチメータ、���、��9���など

に|}される。

]T��
]T��

D/A¡cG

�9ßàXã

【äå】
コンデンサにÖ�して、æ�するËIを�る

①Ó�m ¡cGA/D

Ó�Xã

②Þ¯ßàm ¡cGA/D

【äå】
fg ¡cGとのßàにより��する。D/A

A/D��Oについて

��s�「 」とはPLC

19/19



����

�����|ケーブル

mÝ

mÝ

mÝ

mÝ

mÝ

S4W-K1

S4W-R1

S4W-K2

S4W-R3

S4W-R2

ケルビンm

ケルビンm

47ÿm

47ÿm

�ß

�ß

�ß

�ß

�ß

38,000è

36,000è

54,000è

16,000è

50,000è

1pには、ナノボルトメータ��の
�RS�Tケーブルが�9?@です。

1pには、ナノボルトメータ��の
�RS�Tケーブルが�9?@です。

1pには、ナノボルトメータ��の
�RS�Tケーブルが�9?@です。

※１

※１

※１

※２

※２

※２

※３

※３

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

ëさ î1m

ëさ î1m

ëさ î1m ëさ î1m
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�����|ケーブル-2

mÝ

mÝ

mÝ mÝ

S4W-K1W

S4W-R1W

S4W-K2W S4W-R2W

ケルビンm

ケルビンm

47ÿm

47ÿm

�ß

�ß

�ß �ß

40,000è

38,000è

58,000è 54,000è

1pには、ナノボルトメータ��の
�RS�Tケーブルが�9?@です。

1pには、ナノボルトメータ��の
�RS�Tケーブルが�9?@です。

※１

※１

※２

※２

※３

※３

ëさ î1m

ëさ î1m

ëさ î1m ëさ î1m

�|ワイヤーハーネス  めy�¢|/ 20mV¥¦cz§¨

����

※１
※２

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

SENSE

SENSE

SENSE

SENSE

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

+

+
+

+


